
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23 年 ６月９日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究は、(1)大学における宗教文化教育を実質化するため、情報収

集および各種調査を行い、研究会を重ねて、具体的な体制を確立すること、(2)宗教文化士の養

成を含む教育方法について、参加大学が利用できる具体的なシステム形成を行うこと、の２つ

を達成することを目指した。 
 研究グループに分かれ、大学における宗教文化教育の実態調査（(1)‐①）、「宗教文化士」と

いう資格に対する学生たちや一般社会のニーズ調査（(1)‐②）、大学における宗教文化教育の

実質化のための具体的体制の確立（「宗教文化士」資格の創設；(1)‐③）、情報時代の特質を活

かしたオンライン上での教材の共同利用の具体的システム構築(2)の４つをおこなった。 
 また、これらの調査・研究結果を広く社会に公開するために、ニュースレターを 1 年に 4 回

の割合で発行し、さらに国際シンポジウムや講演会などを年に数回開催した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research project aimed to establish a quality-assuring system 
for higher education in the field of religious studies (the term “education about religious 
culture” has been coined to name religious studies-based education as distinguished from 
theology-based education). In particular, it planned, on the one hand, to develop an 
inter-college evaluation system (“shukyo-bunkashi” system) based upon provisional, 
subject benchmark standards. On the other hand, it attempted to build a clearinghouse for 
college teachers in religious studies programs, which provides them with practical teaching 
methods and materials. 
The project was carried out by seven working groups, each of which was comprised of the 
leading members of religious studies programs from more than twenty universities, 
including both national and private. Its major achievements are: a fact-finding survey of 
education about religious culture in undergraduate curricula; needs analyses focusing on 
students’ and corporate expectations for a “shukyo-bunkashi”, a qualified specialist in 
religious culture; the foundation of the inter-college evaluation system of 
“shukyo-bunkashi”; the launching of an on-line clearinghouse for teaching materials. 
In order to make the results publicly accessible, the project has issued quarterly 
newsletters as well as held several international symposia, lectures and workshops. 
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１．研究開始当初の背景 
 宗教文化教育の実質化は、グローバル化が
進行し、高度情報化社会を迎えた日本におい
ては、喫緊の課題である。多くの日本人が国
外に出て生活するようになり、他方多くの外
国人が日本で生活するようになっている。こ
うした状況は今後ますます深まると予測さ
れ、相互の文化理解は非常に重要な課題とな
ってくる。その中で宗教が占める比重は小さ
いものではない。宗教学を学ぶ学生のみなら
ず、広く学生全般に自国及び他国の宗教文化
についての素養を深めるための有効な体制
を、大学教員の幅広い協力によって築くこと
が求められる。 
 宗教文化教育は、内容的には自国及び他国
の宗教文化についての素養を深めていくこ
とが中心的内容となる。さらにその実質化と
いう課題は、宗教文化教育が社会的に評価さ
れるための仕組みを作りあげることによっ
て達成されるが、そのためには、資料の収集、
実態調査の遂行によって現状を的確に把握
することと、「宗教文化士」という資格に対
する学生たちや一般社会のニーズについて
調べながら、必要な教材、適切な教育方法等
について研究することが必要である。 
 このような研究の遂行は、単独の大学・研
究機関ではなかなか困難であり、複数の学会
組織を背景に、多くの大学に属する多様な視
点をもつ研究者が協力することによって、は
じめて明確な成果が見込まれる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は大きくわけて以下の二つで
ある。 
(1)大学における宗教文化教育を実質化する
ために、基本的な情報を収集し、各種の必要
な調査を行い、研究会を重ねて、具体的な体
制を確立する。 
(2)宗教文化士の養成を含む教育方法につい
て、この試みに加わった各大学が利用できる
ようなシステム形成を具体的に行っていく。 
 
３．研究の方法 
全体をグループ分けし、それぞれのグループ
が連携しあいながら以下の研究を進めた。 
(1)‐①：大学における宗教文化教育の実態調
査 
(1)‐②：「宗教文化士」という資格に対する
学生たちや一般社会のニーズ調査 
(1)‐③：大学における宗教文化教育の実質化
のための具体的体制の確立（「宗教文化士」

資格の創設） 
(2)：情報時代の特質を活かした、教材のオン
ラインでの共同利用形態の具体的構築 
 
また、これらの調査・研究結果を広く社会に
公開するために、1年に 4回の割合でニュー
スレターを発行し、さらに国際ワークショッ
プや講演会などを折に触れ開催した。 
 
４．研究成果 
上述（３．研究の方法）の区分に従い、以下
に研究成果を述べる。 
 
(1)‐①：大学における宗教文化教育の実態調
査 
 
2002 年 6 月から 7月にかけて、本科研メンバ
ーの所属大学ならびに宗教文化士パイロッ
ト校を対象にアンケートを実施した。内容は、
各大学において開講されている、宗教学関係
の授業の種類と数、過去 10 年間のカリキュ
ラムや授業方法の変化、現在直面している教
育上の問題を尋ねるものであった。その結果
として明らかになったことを、主な点のみ挙
げるならば以下の通りである。 
 
A 開講されている関連授業の数と種類 
・宗教学・宗教文化教育の授業の開講数は、
大学により違いが大きく、また宗教系大学の
場合は、その大学の設立宗教・宗派を扱う授
業が、他の宗教を扱う授業よりも多いという
傾向は顕著である。さらに、カリキュラムの
スリム化（科目数削減） を行なっている大
学では、宗教文化教育関係の授業を増やすこ
とには限界がある。これらを鑑みると、宗教
文化士制度への加入を拡大するためには、単
位互換制度等の導入・活用は不可欠である。
同一大学内で所属学部・学科を異にする教員
同士の連携促進も課題である。 
・パイロット校検討側では、神学的・宗派教
育的な授業は、宗教文化士の科目として認定
されるのか、どの程度まで宗派色が許容され
るのかが知りたいことの一つである。 
 
B カリキュラム 
・教育内容における近年の変化とその原因 
・ヴィジュアル教材を多用するなど、学力の
二極化に対する対策・興味喚起の策がとられ
ている。 
・現代社会の宗教のあり方や、ニュース等に
焦点を当てた、社会的有用性の高い授業が増



えている。 
・神学・教学系（聖職者養成用） カリキュ
ラムにおいて、増加する一般学生のために、
一般的な関心に合った授業を増やしている。
また、聖職を目指す学生に対しても、宗教文
化教育的授業を増やしている。 
・全体として、大学によって差はあるが、宗
教文化教育は徐々に盛んになってきている
ことが確認できた。カリキュラムという点か
らみた原因として、大学院に進学しない学生
や聖職志望ではない学生が宗教学科や神学
科に入学する場合が増えていることが挙げ
られる。そのような学生に社会人教養として
の宗教学の授業を提供する必要から、宗教文
化教育が広がっているのである。 
 
C 宗教学教育・宗教文化教育の当面の課題 
・宗教学教育・宗教文化教育の学習成果の明
示化と、その成果をどう評価するか、またど
うキャリア意識に結びつけるかが、今、現場
で検討されており、それらに宗教文化士制度
をどう絡ませられるかが課題である。 
 すなわち「宗教文化士の資格をとると、社
会に出てから何ができるのか」を、「国際舞
台で知識が生かせる」といった程度の漠然と
した説明ではなく、学生が具体的にイメージ
できるよう明示化する必要がある。また、大
学 4年間の学習成果の評価を、数値化するこ
とが今後求められていきそうだが、それに宗
教文化士制度を上手に組み込みたいという
要望がある。 
・広く基礎的な宗教の知識を身につけさせた
い宗教文化士用の教育と、他の能力・知識（ジ
ェネリックスキルの場合も専門知識・技能の
場合もある） を身につけさせたい教育との
ジレンマの解消も課題である。あるいは 2タ
イプの学生がいる（専門／一般の違いや、学
力差）場合の焦点の合わせ方が模索されてい
る。 
 
(1)‐②：「宗教文化士」という資格に対する
学生たちや一般社会のニーズ調査 
 
・宗教文化教育に関する学生の意識調査 
平成 20 年 10 月～12 月に全国 38 の大学で
5,005 名の学生を対象としてアンケート調査
が実施された。その結果は「宗教文化教育に
関する学生の意識調査報告書」として、2009
年 2 月に刊行された。 
 この調査は、「宗教文化士（仮称：当時）」
という資格に対して、現時点で学生にどの程
度のニーズがあるかを調べるのが主目的で
あった。同時に宗教文化教育に関連するどの
ような講義内容に関心があるか、どのような
学びが必要と感じられているかなども調べ
た。ポイントとなる点を示すと、この研究が
目指している「宗教文化士」の資格について

は、過半数の回答者が「とりたい」もしくは
「条件によってはとりたい」と答えている
（グラフ 1を参照）。 
 
 
調査実施メンバーによる当初の予想を上回
るものとなった。理系の学部の学生において
さえ、肯定的な受け止め方は 3割を越してい
る。学生の間には、こうした資格に対する一
定の潜在的ニーズがあると言える。 
また、どのような講義を履修したいかでは、
「世界の神話」、「宗教が文学・音楽・美術・
建築・映画などの文化に与えた影響」が上位
となり、半数以上の学生が選んだ。逆に比較
的少なかったのは「ムスリム（イスラム教徒）
の戒律と実生活」、「暮らしの中の仏教」、「新
宗教と呼ばれている近代以降の新しい宗教
の活動」などで、3 割を切った（グラフ 2 を
参照）。  
テーマごとの履修意欲の差は一定程度ある
が、宗教文化教育に関係する講義を履修した
いという希望は、平均して4割を超えている。
今後宗教文化教育のシステム構築を具体化
する上で、非常に参考になる結果であった。 
 なお、アンケートを実施した大学は次の通
りである。（五十音順） 
愛知学院大学、青山学院女子短期大学、大阪
国際大学、学習院大学、鹿児島大学、関西学
院大学、関西大学、神田外語大学、関東学院
大学、京都学園大学、京都女子大学、慶應義
塾大学、神戸大学、國學院大學、 
国際基督教大学、駒澤大学、淑徳大学、上越
教育大学、白百合女子大学、聖心女子大学、
創価大学、 
大正大学、玉川大学、筑波大学、天理大学、
東海大学、東京外国語大学、東京理科大学、 
東洋英和女学院大学、名古屋工業大学、南山

大学、新潟産業大学、藤女子大学、北海道大
学、立教大学、 
立正大学、龍谷大学、早稲田大学 
 



(1)‐③：大学における宗教文化教育の実質化
のための具体的体制の確立 
 
「宗教文化士」の到達目標を以下の三点（①
教えや儀礼、神話を含む宗教文化の意味につ
いて理解ができる。②キリスト教、イスラー
ム、ヒンドゥー教、仏教、神道などの宗教伝
統の基本的な事実について、一定の知識を得
ることができる。③現代人が直面する諸問題
における宗教の役割について、公共の場で通
用する見方ができる。）に定めることを始め、
資格認定要件などを具体的に制定した。（詳
し い 内 容 に つ い て は 次 の HP 
http://www.cerc.jp/を参照）。また、認定機
関として宗教文化教育推進センターを設立
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)：情報時代の特質を活かした、教材のオン
ラインでの共同利用形態の具体的構築 
 
オンライン教材は上述の宗教文化教育推進
センターHP（http://www.cerc.jp/）で公開
されている。具体的には「宗教文化を学ぶた
めの基本書案内」「宗教文化に関係する基本
用語集」「宗教文化に関係する映画」「宗教文
化に関係する世界遺産」「参考になる美術館」
「参考になる博物館」などのデータベースが
用意されている。 
 
［ニュースレター］ 
ニュースレターは全部で 10 号まで発行。そ
のすべてが以下で読むことが可能である。 
http://www2.kokugakuin.ac.jp/shukyobunk
a/newsletter.html 
 
［開催した講演会等］ 
1. 国際研究フォーラム「ウェブ経由の神

道・日本宗教―インターネット時代の宗教文
化教育のゆくえ―」 
日時：2008 年 10 月 26 日（日） 
2. 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「 Education on 
Religious Cultures in University 
Curricula〈大学における宗教文化教育〉」 
日時：2009 年 8 月 10 日（月） 
3. 国際研究フォーラム「映画の中の宗教文
化」 
日時：2009 年 9 月 20 日（日） 
4. 公開シンポジウム「宗教文化教育に求め
られるもの―「宗教文化士」のスタートに向
けて」 
日時：2010 年 1 月 24 日（日） 
5. 公開ワークショップ「宗教学教育の現状
と課題―宗教文化士制度発足に向けて― 」 
日時：2010 年 9 月 2日（木） 
6. 公開講演会「現代イスラームと日本社会」 
日時：2010 年 10 月 2 日(土) 
7. 国際研究フォーラム「イスラームと向か
い合う日本社会」 
日時：2010 年 10 月 3 日(日) 
8. 公開講演会「観光と宗教」 
日時：2010 年 12 月 11 日（土） 
9. ワークショップ「宗教文化教育の教材を
探る」 
日時：2010 年 12 月 11 日（土） 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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58-82 
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⑦ 平 藤 喜 久 子 "A New Perspective on 



Japanese Myth Education", 『國學院大學研
究開発推進機構紀要』査読無、第 2号、2008、
65-78 
 
〔学会発表〕（計 5 件） 
①藤原聖子”What School Textbooks Tell 
about Religion Teaching Practiced Around 
the World: A Comparative Study of 
Religious Education in the Public 
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②井上順孝「宗教文化教育と宗教情操教育の
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③藤原聖子「海外の公教育における宗教教育
の現状と日本への示唆」日本宗教学、2009 年
9 月 13 日、京都大学。 
④平藤喜久子「宗教文化教育の資源としての
神話」、「宗教と社会」学会、2009 年 6 月 7日
創価大学。 
⑤井上順孝「情報時代の宗教文化教育の教
材」、日本宗教学会、2008 年 9 月 14 日、筑波
大学。 
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井上順孝（編著）『映画で学ぶ現代宗教』弘
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